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大阪駅周辺･中之島･御堂筋周辺地域（大阪駅周辺地域） 
大阪府大阪市 ｜ 面積：約 490ha【うち特定都市再生緊急整備地域：約 209ha】 

提供：大阪市 

■エリアの概要
○大阪経済の停滞と本社機能の東京移転などによるオフィス街の空洞化
○貨物駅の移転やターミナル駅のリニューアルに伴う大規模な開発構想
○国際競争力を強化し、大阪、関西の発展を牽引する都市再生
■都市再生に向けた戦略（成功要因）
○都市再生特別地区や民間都市再生事業計画により、民間活力を活かした都市再生を推進
○道路の上空利用のための規制緩和を活用し、都市機能を高度化・多様化
○地域内で複数のエリアマネジメント団体が活動し継続的なまちづくりを実施
○外国企業等を呼び込み国際競争力を向上させる取り組みを推進
■制度の活用状況（令和２年４月時点実績、大阪駅周辺･中之島･御堂筋周辺地域全体）
○都市再生特別地区：１７地区
○民間都市再生事業計画の認定：１０計画
○国際競争拠点都市整備事業：２事業
○都市再生安全確保計画：策定済み（大阪駅周辺地域、中之島地域、御堂筋周辺地域）
○外国企業等を呼び込むための地域戦略：策定済み（大阪駅周辺地域、中之島地域）

 世界有数の国際都市・大阪市の中枢を担う大阪駅周辺･中之島･御堂筋周辺地域では、大規模な土
地利用転換や老朽化した都市ストックの更新のチャンスを捉えながら、都市再生緊急整備地域の特
例措置を活用して都市機能の高度化・多様化を進め、国際競争力の強化を実現してきた。まちづく
りの構想段階から、計画、建設、運営段階に至るまで、民間事業者が積極的に関わっている点も重
要である。 
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３）都市再生に向けた戦略（成功要因） 

都市再生特別地区や民間都市再生事業計画により、民間活力を活かした都市再生を推進  
令和 2 年 4 月時点で都市再生特別地区が 17 地区決定、民間都市再生事業計画が 10 件認定さ

れるなど、都市再生緊急整備地域の特例措置を活用しながら、大阪駅周辺地域、中之島地域、御
堂筋周辺地域それぞれで活発に都市開発事業が実施されている。 
有効空地の確保等の個別項目の積み上げで容積率を緩和する高度利用地区や特定街区ではな

く、都市再生の効果等に着目した柔軟な考え方の下で計画を定めることができる都市再生特別地
区を活用することで、地区の特性に合った自由度の高い計画が作成されている。制度の運用にあ
たっては、国際競争力強化に資する都市機能の向上や歩行者ネットワークの形成、防災・環境面
の取り組みなど、地域の特性に応じて様々な内容が公共貢献として評価されている。 

 

地域内で複数のエリアマネジメント団体が活動し継続的なまちづくりを実施 

うめきた地区（グランフロント大阪 TMO）、大阪駅周辺地域（梅田地区エリアマネジメント実
践連絡会）、中之島地域（中之島まちみらい協議会）、御堂筋沿道（御堂筋まちづくりネットワー
ク）などでエリアマネジメント団体が立ち上げられており、都市施設の維持管理・運営、まちの
プロモーション等、継続的なまちづくりを実施している。 

■ エリアマネジメント団体によるイベント 
 （梅田スノーマンフェスティバル） 

 
 

 

  
出典：大阪エリアマネジメント活性化ガイドライン（大阪

市） 

■ エリアマネジメント団体の活動範囲 

出典：大阪エリアマネジメント活性化ガイドライン（大
阪市） 
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外国企業等を呼び込み国際競争力を向上させる取り組みを推進
大阪駅周辺地域、中之島地域において外国企業等を呼び込むための地域戦略を策定。大阪駅周

辺地域では国際競争力強化・シティセールス支援事業を活用したサインの多言語化が行われたほ
か、多言語対応の「大阪・梅田駅周辺マップ」制作、グローバル企業向けの情報サイト「Grow with 
UMEDA」の運営などの取り組みが進められている。 

■ グローバル企業向けの情報サイト「Grow with UMEDA※」の画面

※「梅田地区エリアマネジメント実践連絡会」が運営する HP

道路の上空利用のための規制緩和を活用し、土地の高度利用を実現 
梅田１丁目１番地計画 （大阪神ビルディング及び新阪急ビル建替計画）においては、都市再生

特別地区の都市計画に重複利用区域（都市計画施設である道路の区域のうち、建築物等の敷地と
併せて利用すべき区域）を定めることで、２棟の既存建築物の間を通る大阪市道の上空の空間を
利用した計画が実現した。 

■ 重複利用区域の設定位置 ■ 道路上空利用部の写真

出典：梅田一丁目地区都市再生特別地区説明図（大阪市） 提供：大阪市  
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プロジェクト事例：グランフロント大阪（うめきた地区先行開発区域） 
 
 

 
 
 
 

 
提供：大阪市 

 
■背景・特徴 
○関西経済をリードするような事業を「都心の最後の一等地」で展開 
○新産業を創造し、未来生活を提案する知的創造・交流の場「ナレッジキャピタル」 
 
■構想・実行段階での工夫点 
○民間提案による先進的なアイデアをまちづくりのコンセプトに反映 
○産学官連携による事業推進体制を構築し、まちづくりを計画 
○TMO（エリアマネジメント組織）による持続的かつ一体的なまちの運営 
 
■活用した制度 
○都市再生特別地区 ： 大阪駅北地区 
○民間都市再生事業計画 ： 大阪駅北地区先行開発区域Ａ地区･Ｂ地区開発事業 
○都市利便増進協定 ： 大阪市（道路管理者）、一般社団法人グランフロント大阪 TMO、地権者 
○住宅・建築物省 CO２推進モデル事業（平成 21 年度第 1 回）  

西日本最大の鉄道ターミナルの隣接地に現れた広大な敷地の先行開発区域であるグランフロント大

阪は、知的創造・交流の場「ナレッジキャピタル」やグレードの高いオフィス・ホテル等が整備さ

れ、大阪市の国際競争力向上を牽引する存在となっている。官民が連携して高質な都市空間を整備・

維持する仕組みの工夫も先進的である。 








